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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公開番号】特開2010-131151(P2010-131151A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2008-309308(P2008-309308)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ａ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月22日(2011.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が予め設定された始動領域に進入すると、大当りか否かの当否判定を行い、該判
定結果が大当りであれば、特別図柄を確定後、開閉可能に設けられた大入賞口の開放作動
を複数ラウンド継続せしめて遊技者にとって賞球の獲得に有利な弾球遊技機において、
　上記大入賞口の開放作動を、開放時間が長く賞球獲得可能な開放作動を１ラウンドとす
る第１の開放状態と、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な一度の開放作動を１ラウンド
とする第２の開放状態と、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な開放作動を複数回繰り返
して１ラウンドとする第３の開放状態とを設定し、
　上記確定された特別図柄の種類によって、上記第１の開放状態と上記第２の開放状態と
を組み合わせた第１の大当りパターン、第１、第２、第３の全ての開放状態を組み合わせ
た第２の大当りパターン、または第１の開放状態と上記第３の開放状態とを組み合わせた
第３の大当りパターンのいずれかに開放状態を制御する大入賞口制御手段を具備し、
　該大入賞口制御手段により、大当りの発生毎の上記大入賞口の開放作動が継続される総
ラウンド数を一定とし、上記大入賞口の開放作動の開始ラウンドを、開放時間の短い上記
第２の開放状態または第３の開放状態から始め、少なくとも最終ラウンドでは、開放時間
の長い上記第１の開放状態を実行するように制御する弾球遊技機。
【請求項２】
　請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第１の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
始ラウンドから最終ラウンドの１回前のラウンドまで上記第２の開放状態を継続した後に
、最終ラウンドに上記第１の開放状態を実行するように制御する弾球遊技機。
【請求項３】
　請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第２の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
始ラウンドから第２および第３の開放状態を複数ラウンド継続し、かつこれら第２の開放
状態での開放作動の回数と第３の開放状態で開閉作動の回数との合計回数を上記総ラウン
ド数よりも一つ少ない回数とし、第２および第３の開放状態実行後、その次から最終ラウ
ンドまで上記第１の開放状態を複数ラウンド断続するように制御する弾球遊技機。
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【請求項４】
　請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第３の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
始ラウンドで、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な開放作動を上記総ラウンド数よりも
一つ少ない回数繰り返して１ラウンドとする第３の開放状態を実行せしめ、上記開始ラウ
ンド終了後、その次から最終ラウンドまで上記第１の開放状態を断続するように制御する
弾球遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１の発明は、遊技球が予め設定された始動領域に進入すると、大当りか否かの当
否判定を行い、該判定結果が大当りであれば、特別図柄を確定後、開閉可能に設けられた
大入賞口の開放作動を複数ラウンド継続せしめて遊技者にとって賞球の獲得に有利な弾球
遊技機において、上記大入賞口の開放作動を、開放時間が長く賞球獲得可能な開放作動を
１ラウンドとする第１の開放状態と、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な一度の開放作
動を１ラウンドとする第２の開放状態と、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な開放作動
を複数回繰り返して１ラウンドとする第３の開放状態とを設定し、上記確定された特別図
柄の種類によって、上記第１の開放状態と上記第２の開放状態とを組み合わせた第１の大
当りパターン、第１、第２、第３の全ての開放状態を組み合わせた第２の大当りパターン
、または第１の開放状態と上記第３の開放状態とを組み合わせた第３の大当りパターンの
いずれかに開放状態を制御する大入賞口制御手段を具備し、該大入賞口制御手段により、
大当りの発生毎の上記大入賞口の開放作動が継続される総ラウンド数を一定とし、上記大
入賞口の開放作動の開始ラウンドを、開放時間の短い上記第２の開放状態または第３の開
放状態から始め、少なくとも最終ラウンドでは、開放時間の長い上記第１の開放状態を実
行するように制御する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　大当り中(特別遊技)に作動する大入賞口の開放作動を、開放時間の長短や１ラウンドで
開放作動させる回数により条件の異なる第１ないし第３の開放状態を設定し、更にこれら
複数の条件の異なる開放状態を組み合わせ、大当り中に大入賞口の開放作動が継続される
総ラウンド数を一定として、開放作動の開始ラウンドを、開放時間の短い第２の開放状態
または第３の開放状態から始め、少なくとも最終ラウンドでは、開放時間の長い上記第１
の開放状態を実行する第１ないし第３の大当りパターンを設定したことにより、大当り遊
技の開始段階では、遊技者はどの大当りパターンであるか判断しにくく、大当り遊技が進
行するに従って賞球の獲得に有利なパターンであるかそうでないパターンであるか判るよ
うになるので、賞球の獲得に対する遊技者の期待感を損なうことなくスリル感が増した多
彩な大当りの遊技が実現でき、賞球の獲得に有利なパターンであるときの感激の度合いを
高めることができる。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第１の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
始ラウンドから最終ラウンドの一回前のラウンドまで上記第２の開放状態を継続した後に
、最終ラウンドに上記第１の開放状態を実行するように制御する。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第２の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
始ラウンドから第２および第３の開放状態を複数ラウンド継続し、かつこれら第２の開放
状態での開放作動の回数と第３の開放状態で開閉作動の回数との合計回数を上記総ラウン
ド数よりも一つ少ない回数とし、第２および第３の開放状態実行後、その次から最終ラウ
ンドまで上記第１の開放状態を複数ラウンド断続するように制御する。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項４の発明は、請求項１記載の弾球遊技機において、
　上記大入賞口制御手段は、上記第３の大当りパターンとして、大入賞口の開放作動の開
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始ラウンドで、開放時間が短く賞球獲得可能性僅少な開放作動を上記総ラウンド数よりも
一つ少ない回数繰り返して１ラウンドとする第３の開放状態を実行せしめ、上記開始ラウ
ンド終了後、その次から最終ラウンドまで上記第１の開放状態を断続するように制御する
。
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